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大学生男子バドミントンにおけるショットの軌道予測情報②
～ハイスピードカメラによるサービスの分析～
石井政弘＊
バドミントン競技におけるサービスは2006年ラリーポイント制導入のルール改正によ
り、ゲームにおける重要性がかなり大きなものとなった。攻撃的なサービスの研究はもと
より、レシーバー側からも際どいサービスコースの対応が求められるようになった。本研
究は大学生男子選手をモデルとしてダブルスゲームのサービス-レシーブ場面で、サービ
ス動作をハイスピードカメラで撮影し、コース打ち分けの動作を比較分析したものである。
実際にゲームで使われやすいコート四隅をねらうバックハンドサービスでインパクトを起
点にし、時間的にさかのぼって動作の特徴を観察した。
キーワード：バドミントン、サービス、ハイスピードカメラ、予測
＊＊東京情報大学 総合情報学部 教養・教職・学芸員課程
＊＊Tokyo University of Information Sciences, Faculty of Informatics, Liberal Arts and Education for Teachers and Curators 
Informative Visual Cues for Shot Course Anticipation
in Male College Badminton Players ②
～　Service Analysis Using High Speed Camera ～
Masahiro Ishii
With the adoption of the rally point scoring system for badminton in 2006, the
importance of the serve has increased. With more offensive serves being played,
receivers are required to handle more difficult serves. In this research, the service shot
in a doubles game by male college badminton players were filmed using a high speed
camera. The service motion for shots aimed at the four corners of the service area
were compared and analyzed. The backhand service motion for the different shot
courses were aligned from the time of shuttle contact, and observed in reverse time to
search for informative visual cues for shot course anticipation.
Keyword：Badminton, Service, High speed camera, Anticipation
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はじめに
バドミントン競技はラリーポイント制の導
入1）、やスマッシュ初速が421km/hを記録した
YONEX製　ARCSABER Z-SLASH2）に代表さ
れるラケットなどの用具進歩により、近年ラリ
ーやゲーム展開そのものが高速化していると言
えよう。この傾向は大学生レベルの選手でも同
様であり、試合を制するには放たれたシャトル
に対する反応ではなく、そのインパクト前に予
想や予測をすることが非常に重要になってきて
いると考えられる。これは試合前あるいは試合
開始初期の時間帯において対戦相手の「特徴」
や「クセ」を見抜き、これらを活用できた者が
優位に立つといった状況である。
とくに、サーブ-レシーブ場面では近年ピン
サーブと呼ばれるような攻撃的サービスの多用
などによって、レシーバー側の反応動作からも
際どいサービスコースへの対応がよりいっそう
求められるようになった。ラリー開始時点のサ
ービスで優位に立つことはその後の展開も有利
に進めやすいと言えるであろう。
硬式テニスにおいては、高橋ら3）、石井ら4）
のレシーブのための予測に関する研究などがあ
るが、一流選手ほど事前のプランがあったり、
インパクト前のかなり早期にコースや球種を判
断しているようである。同じラケットスポーツ
であるバドミントンも設定された状況は非常に
近いため同じような傾向がみられるか非常に興
味深いところである。
本研究は大学生男子のバドミントン選手をモ
デルとしてダブルスゲームのサービス-レシー
ブ場面において、サービス動作をハイスピード
カメラで撮影し、実戦で使われやすいコースへ
の打ち分けの動作を比較分析し、そのときの選
手たちの「特徴」や「クセ」などの動作の違い
を探るアプローチをしたものである。レシーバ
ーを立たせた設定場面を作りサーバーがコート
四隅をねらうバックハンドサービスで、インパ
クトを起点に時間的にさかのぼって動作を観察
した。
方法
実験は2010年10月７日東京情報大学体育館内
で行った。カメラ位置はサーバーとネットをは
さむ位置でレシーバー目線に近く、なおかつレ
シーバーの動作を妨げず、さらにレシーバー自
身でカメラが遮られないようにセットした。機
種は毎秒120コマ（casio製　EX-FH100）、およ
び毎秒300コマ（casio製　EX-F1）で比較的安
価なハイスピードカメラを用いた。オーバーヘ
ッドストロークなどに比べ動作が小さく空間的
な分析が微少な差となりやすいと予想されるた
め本研究においては三次元的な動作分析ではな
くハイスピードカメラによりサーバーの表情も
含めた比較観察を時間軸に対して見ていく方法
を主眼とした。
被験者は2010年現在で関東学生リーグ２部に
属するチームのバドミントン部男子選手４名で
ある。常にダブルスゲームの試合開始、0-0
（ラブオール）からサーバーが第一打を打つ場
面で、試合をイメージしてレシーバーを立たせ
た状況から「レシーバーにコースが読まれない
ようにバックハンドサービスで四隅位置をラン
ダム狙う」といった指示をおこなった。これを
10本～15本連続で行い、図1の示す１～４の位
置・方向（１.ショートセンター、２.ショート
サイド、３.ロングセンター、４.ロングサイド）
に入った試行を選び分析対象とした。４名の選
手が実験中にダブルスのサービスエリアに入っ
た確率は表１のようにA、B、C、Dの順となっ
た。
実験後、各位置を狙ったショットのハイスピ
ード映像ファイルをビデオ編集ソフトCorel株
式会社製 Video Studio 12によりインパクト時
点をタイミング的にあわせた4画面の同時表示
映像を作成した。映像は実際のタイミングと同
じ速度、1/4の速度、1/10の速度が順に表示さ
れるものとした。これをバドミントン指導の専
門家２名（指導歴10～15年）に繰り返し提示し
て、選手フォームの特徴やクセなどをインパク
トの0.5秒前、0.4秒前、0.3秒前、0.2秒前、0.1秒
前、0.05秒前、そしてインパクト時点と時系列
に追って観察し情報を抽出した。最終的にそれ
らの関係を時系列に沿って一覧表の形に整理し
た。
結果と考察
映像から判断できるインパクト前0.5秒より
以前の情報では、A、B、C選手では傾向は違
うものの「打つ方向を見る」、あるいは「打つ
方向と反対側を見る」などのパターンが見られ
た。また、C選手のように２の方向へ打つ前に
極端に上半身を後傾させるなどのような特徴も
見られた。
12 大学生男子バドミントンにおけるショットの軌道予測情報②～ハイスピードカメラによるサービスの分析～／石井政弘
図１　サービスの目標地点
表１　実験中サービスエリアに入った確率
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図２は４つの方向のショットが4画面になる
ように作成した映像資料を画面キャプチャーし
たものである。これをさらに4名の選手A、B、
C、Dの順に並べたもののうちインパクト前0.5
秒前の画像である。サーブの目標位置が見やす
いようにキャプチャーした原画にコート位置な
どの情報を付加した。この時点ではB選手のよ
うなシャトル保持の左手位置やC選手のように
頭部を起す、上半身を前傾させるなどかなり顕
著な情報も現れた。
0.3秒前から0.2秒前になるとD選手のように
打つ方向へ目線が向くといった決定的とも言え
る情報なども見られた。これは、実戦ではかな
り不利な状況と言えよう。
図３は図２と同様に0.1秒前で４名の選手を
並べたものであるが、この時点から0.05秒前ま
での間にほぼ4つの方向、少なくとも予測され
る方向を大きく絞るために十分な情報が得られ
た。A選手のように右肘の高さ比較、バックス
イングの大きさや面方向、打点位置情報などの
ようにラケットおよびラケットを持つ右腕の情
報が非常に多くなるようであった。
上記のような観察された結果をもとに4選手
のバックハンドサーブの４つの方向への打ち分
けをレシーバー側から見て判断するための情報
を0.5秒前時点からインパクトまでを時系列に
ならべたものが表２である。表の中に太文字で
書かれたものは比較的明確な情報であった。
図2 各選手のサービス画像（インパクト前0.5秒） 1,2,3,4はコート上の目標位置
結論
上記の結果から、本実験での４名の被験者の
場合、インパクト前0.5秒以前には打つ方向、
反対方向などパターンは様々であるが目線や上
半身姿勢などに特徴が現れやすかった。インパ
クト前0.5秒前になるとシャトル保持の左手が
大きな情報源となり、その高さやアウト側かそ
うでないなどによっていくつかの情報が見られ
た。さらに0.1秒前前後（～0.05秒まで）ではラ
ケットやラケット面が該当方向を向くなどなど
や持ち手側の肘位置高さにかなり明確な差が現
れた。
そしてここまでの間、つまりインパクト前
0.05秒前までにはかなり高い確率で位置方向を
決めるための情報が得られた。この時点は多く
の選手の観察ではバックスイング終了時点とな
るが、実際の試合においても対戦前の相手選手
の観察や試合序盤においてここまでの動作に
「特徴」や「クセ」を見つけ出す能力、さらに
は自己の予測行動に生かせる能力があれば優位
に試合を運べると考えられよう。
本実験において協力をいただいた東京情報大
学バドミントン部、および同部長嶋監督に感謝
の意を表する
14 大学生男子バドミントンにおけるショットの軌道予測情報②～ハイスピードカメラによるサービスの分析～／石井政弘
図3 各選手のサービス画像（インパクト前0.1秒） 1,2,3,4はコート上の目標位置
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